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8. Na+イオンとHe原子の低エネルギー衝突による

自動電離電子の角度分布

関
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アルカリ金属イオンと希ガス麻子の低エネルギー衝突では衝突の途中で入射粒子

と額的粒子の間で準分子状潜が形成され､その動的結合の結果､ 内殻励起や2電子
励起が生ずる｡ こうして生成された状態のエネルギーは電態エネルギーより高いの

で自動電離が起 こる｡ この自動電敦過程では次のような特有の現象がみ られる｡ ま

ず､電子の放出体が運動 しているために起こる Doppler効果､準分子状態の間に電

離が起こる分子 自動電態､そして放出体がもう一方の庶子か ら十分遠ざかる前は崩

墳 (電戟)することにより放出電子が原子間のクーロン相互作用を受ける Barker-

Berry効果などである｡いずれの現象も放出電子のエネルギー分布をシフ トさせたり,

変形させたりする｡

所属する研究室では必前より自動電鮭過程で放出された電子のエネルギースペク

トルを定量的に封定することによって､低エネルギー (イオンー原子)衝突による

動的過程のメカニズムを調べてきた4 1) 以上の研究の一環として､本研究では､

重牧子(Na◆-He)衝突で生成される原子 自動電能状態の整列 (alignment) について訴

べることを目的とし､特にNa'-He系の衝突で次の過程に注 目した｡

Na++打e ー (Na比e)十●ー Na'2p53S22p +He'
｣→ Na十 2p61S + EP.

この過程で放出された電子の微分断面積 (DCS)を､ イオンの衝突エネルギー
を変えて (1.7keV～7.OkeV)測定した｡図 1に､結果を示す｡白丸が実験値､実線

は次式でフィッティングしたものである｡
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放出電子のDCS

全励起斬面積

非等方性パラメータ

ルジャン ドルの多項式 (2次)
β :電子の放出角

それぞれ900対称をなしてお り､飾突エネルギーの変化にともなってその形状

が変化 してゆ くのが分かる. ここで得 られた非等方性パラメータ β2を用いてDCS

の形状の簾折を行った｡図2aは P 2の億をイオンの衝突エネルギーに対 してプロッ
トしたものであ り､図 2bはその理始値である｡理論値は次式か ら求め られる｡

2
P2=一･3ftJp2(coS◎,意 dn

◎:イオンの散乱角
dqi

dr2
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:イオンの励起微分断面積
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実験価と理魚価の走性的な一致か ら次の括給を得た｡

低エネルギー重粒子 ず突にお いて,分子軸を量子化軸とするとその量子数Aがよ

い量子数 (goodquantumnumber)になっている｡Na+-He系での Na'2p53S22p状態
が分子軸に対 してA量子数が0になるように alignしている｡

本研究は､threshold付近の低エネルギーず乗を目的としているため倍号数が非
常に少ない｡そのため同時計瀞法2)を用いると光学的によ り暗い滑走となってしま

うので､ 同時計部法はこの測定には遺さない｡ この点が本研究O.倭れているところ

である｡
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図1 放出電子のDCSの角度分布
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a:P2の実験値

b:P 2の理論値
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